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1 ．は じめ に

　高校化学における鰰 斗電池の 実験では 「電池と電気分解

で は反応の方向が逆で あるこ と」 を学ぶ こ とがで き、また

「触媒の働き」 を学ぶ上で も重要な実験であ ると考えてい

る。これ まで に燃料電池の 実験教材は諏多 く報告 1 ）されて

い るが、触媒とめっ きの 学習を取り入れた例
2 ）は少 なく、

実践の報告がない の が現状である。

　す で に、マ イ クロ ス ケ
ー

ル 実験に よる 2人 1組の 棚 1亅実

験 で、イオ ンや電子の 動きに着目した考察を促すた めの燃

料電池の実験教材にっ い て報告した 3 ）。本研究では、燃繕

電池の原理に対する理解を深めるための 授業展開を考案し、

授業実践を通して、授業展開及び 学習効果を評価した。

本発表では、開発した実験教材の 概要とそれを用い た授業

展開及び高校生を対象に した授業実践につ い て報告する。

2 ．実験教材

（1）実験器具及 び実験の 概要

　図1に実験器具の 様子 を

示 夷 以下 の実験  〜  を

12セル プ レ
F一

ト内で 行っ

た。また、電解液に 1M

Na2SO4 を、電源 に は直流

5V の USB 電源 を使用 した。　 図 1．実験 器具 の 概観

実験  水素と酸素による水の生成 ：C1 の セル とチ ュ
ーブ

内に電解液を入れ、マ チ針を電極に し、電気分解を行っ た

後、水面 の高さの 変化を観察した。

実験   Pd め っ き電極の 作製 ：A1 の 容器で、ス テ ン レス 電

極 （陰國 に Pd めっ きを施した．

実験  水の電気分解 と水素
一
酸素型燃料電池：各チューブ

に Pd めっ き電極 を差 し込む。　B3 の セ ル に 電解液を、さら

にチ ュ
ーブ内に電解液とBでB 液を入れ 、 電気分解に よる

電解液の 色の 変化 を観察した。電気分解後、図 2 に示 した

Pd めっ き電極に電子オル ゴー
ル を繋

ぎ、燃隣電池 の動作を確かめた。

（2 ）実験結果及び考察

　実験  で は、著しい 水面 の上翔約

1cm）に より、 触麋の働きを視覚的に捉

えるこ とがで きた。実験  では、BTB

液の色の 変化、電子オフレゴ ール の鳴

音によ り、化学反応の 視覚化及ひ撚

料電池が動作して い るこ とを確認で きた。

3 ．授業展開及び授業実践

（1 ）授業展開

図 2．実験  の

　　器具の 概観

　実験を    鉱 頓 に行 う。実験  で は、めっ きする電極

への 電源の 接続方法を、生徒に考え させ る。実験  で は、

検流計を用い て、指針 の 触れ方か ら化学反応にお ける電子

の 流れ を生徒に考えさせ る。

（2）授業実践

　K 大学附属高等学 校 2年生 3 クラス 計 120名 を対象に 、

Pd め っ き電極を用い た水素
一
酸素型蠑料電池の 実験を

100分の授業で行っ た。 授業の詳細は、発表で報告する。

4 ，まとめ

　開発 した実験教防を用 い て、触喋とめっ きの学習を取 り

入 れた授業 展開 を考案 した。授業実践 にお ける授 業展開及

び学習効果の評価は、発表で報告する。

参考文献

1）例えば 佐疆誠哉 亀丸竄
一，相浦哲： 「活性炭を用い た燃1斗

　電繍 オ驍 」 ，化学 と鶲 49，pp．585− 588，2001．
2）｛蝦 縁夫：鞴 也にっ いて」，R齟 馳 叫 U ，pp．1か 玖 2  ＆

3）階 隼 芝原寛泰，日本理 科教育学会近畿支部大会発表

　 論文集 ，pS6 ，　 eOIZ

＊日本趣科教育学会近畿支部大会（20】  の題 目を（1）とする。

　 本研 究は科研 費 （基盤 研究（C）課是夏番号
一23501016，代表

芝原 寛泰）に よ り実施 した。

一 59一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


